
 
昨
年
の
従
業
員
代
表
選
挙

に
お
い
て
提
案
さ
れ
て
い
た

36
協
定
案
に
つ
い
て
、
実
際

に
届
出
さ
れ
た
協
定
を
組
合

が
点
検
し
た
と
こ
ろ
、
従
業

員
代
表
選
挙
時
点
で
は
提
案

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
文
言
が

法
定
休
日
労
働
に
関
す
る
項

目
で
追
加
さ
れ
、
全
て
の
法

定
休
日
に
働
か
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
以
下

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
６
協
定
と
は

36
協
定
と
は
、
労
働
基
準

法
36
条
に
基
づ
く
労
使
協
定

で
す
。
「
さ
ぶ
ろ
く
き
ょ
う

て
い
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

会
社
が
法
定
労
働
時
間
で
あ

る
１
日
８
時
間
、
週
40
時
間

を
超
え
て
時
間
外
労
働
を
命

じ
る
場
合
、
こ
の
協
定
を
労

働
基
準
監
督
署
に
届
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 
一
般
的
に
は
労
働
組
合
と

の
書
面
に
よ
る
協
定
を
結
び
、

そ
れ
を
労
基
署
に
届
出
す
る

の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
労
働
組
合
は
過

半
数
に
達
し
て
い
な
い
た
め
、

例
外
的
に
従
業
員
代
表
選
挙

を
行
い
社
員
代
表
を
決
め
、

届
出
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
昨
年
11
月
に
従
業
員
代

表
選
挙
が
行
わ
れ
た
際
も
、

従
来
と
同
様
の
36
協
定
案
が

提
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
下

図
参
照
）
。

法
定
休
日
全
て
勤
務
可
に

し
か
し
、
実
際
に
届
出
さ

れ
た
協
定
書
に
は
、
法
定
休

日
労
働
に
関
す
る
項
目
で
追

加
文
言
「
す
べ
て
の
法
定
休

日
を
労
働
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
る
」
が
あ
り
ま
す
。

社
員
騙
し
は
許
さ
な
い

最
近
は
働
き
方
に
関
す
る

社
会
的
な
注
目
が
集
ま
り
、

会
社
も
「
適
正
な
勤
務
・
健

康
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
」

を
発
表
し
た
ば
か
り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
社
員
を
騙

す
よ
う
な
や
り
方
で
協
定
を

結
ぶ
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

労
働
組
合
の
チ
ェ
ッ
ク
を

組
合
は
今
回
の
件
を
重
く

み
て
、
団
体
交
渉
で
協
議
を

続
け
て
い
ま
す
。
今
後
、
社

員
が
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
正
常
な
状
態
で

あ
る
過
半
数
組
合
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
月
７
日
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

中
央
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
残
業
代
ゼ
ロ
・
過
労
死
促

進
」
法
案
に
反
対
す
る
と
と

も
に
、
憲
法
９
条
改
憲
阻
止
、

大
幅
賃
上
げ
の
実
現
を
め
ざ

し
て
春
闘
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

そ
の
日
の
早
朝
に
は
、
金

属
反
合
共
同
行
動
が
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
本
社
前
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
、

た
く
さ
ん
の
支
援
者
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

連
帯
挨
拶
を
日
本
ロ
ー
ル

支
部
の
方
か
ら
い
た
だ
き
、

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
雇
裁
判
を

勝
ち
抜
き
現
在
は
復
職
し
て

い
る
社
員
か
ら
現
状
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

要
請
行
動
に
は
全
厚
生
の

方
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
争

議
団
の
方
に
お
願
い
し
、
す

べ
て
の
争
議
の
早
期
解
決
に

向
け
て
団
結
を
強
め
る
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
。

１
月
30
日
、
「
２
０
１
８

年
国
民
春
闘
勝
利
！
総
決
起

集
会
」
が
杉
並
公
会
堂
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
安
倍
９
条
改
憲
・

労
働
法
制
改
悪
Ｎ
Ｏ
！
」
と

「
ま
と
も
な
賃
上
げ
と
安
定

雇
用
で
地
域
活
性
化
！
」
の

二
点
で
す
。

「
２
０
１
８
年
国
民
春
闘

を
め
ぐ
る
情
勢
」
の
理
解
を

深
め
る
ビ
デ
オ
上
映
の
後
、

職
場
か
ら
の
決
意
表
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
女
性
部
・
女

性
セ
ン
タ
ー
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来

た
」
の
主
題
歌
「
３
６
５
日

の
紙
飛
行
機
」
を
、
手
話
を

交
え
た
踊
り
で
演
じ
、
好
評

を
博
し
ま
し
た
。

最
後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
、
２
０
１
８
年
春
闘
の
勝

利
を
誓
っ
て
、
集
会
を
終
え

ま
し
た
。

安
倍
首
相
が
財

界
に
３
％
の
賃
上

げ
を
求
め
て
、
官

製
春
闘
が
５
年
目

に
は
い
っ
た
▼
本

来
、
賃
金
ア
ッ
プ

を
要
求
し
て
会
社
と
対
峙
す

る
の
は
労
働
組
合
の
仕
事
だ
。

し
か
し
労
働
運
動
に
無
関
心

な
層
が
増
え
、
ま
た
一
部
の

労
働
組
合
が
会
社
と
な
れ
合

う
組
織
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
以
前
の
よ
う
に
春

闘
を
た
た
か
え
な
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
▼
こ

れ
こ
そ
官
製
春
闘
に
せ
ざ
る

を
得
な
い
理
由
で
あ
る
。
労

働
組
合
と
は
い
っ
た
い
何
の

た
め
に
あ
る
の
か
、
い
ま
こ

そ
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
▼

「
働
き
方
改
革
」
法
案
は
そ

の
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
契

約
社
員
で
も
最
低
賃
金
で
も

適
用
可
能
な
裁
量
労
働
制
の

拡
大
や
、
過
労
死
ラ
イ
ン
を

合
法
化
す
る
「
名
ば
か
り
残

業
規
制
」
な
ど
、
到
底
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
▼
こ
の

た
た
か
い
に
は
も
っ
と
多
く

の
仲
間
が
必
要
だ
。
真
の
働

き
方
改
革
と
賃
金
大
幅
ア
ッ

プ
の
要
求
を
掲
げ
、
徹
底
的

に
た
た
か
お
う
。
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２０１８年２月１９日 か い な 第２３２０号(4)

春
闘
ス
タ
ー
ト
中
央
行
動

２
・
７
金
属
反
合
共
同
行
動

春闘勝利を誓う集会

「すべての法定休日を労働させる可能性」

騙された!３６協定届出



ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
水
準
と

言
わ
れ
る
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
定

年
後
再
雇
用
制
度
で
あ
る
シ

ニ
ア
契
約
社
員
の
労
働
条
件

で
す
が
、
ま
た
ひ
と
つ
、
お

か
し
い
点
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。そ

も
そ
も
労
働
者
の
労
働

条
件
で
あ
る
賃
上
げ
や
ボ
ー

ナ
ス
な
ど
は
労
使
で
協
議
し

て
決
め
る
と
い
う
の
が
労
働

法
の
考
え
方
で
す
が
、
シ
ニ

ア
契
約
社
員
の
契
約
書
に
は

最
初
か
ら
こ
れ
ら
が
「
無
」

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
以
下
に
解
説
し

ま
す
。

シ
ニ
ア
契
約
社
員
契
約
書

シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
契
約

書
は
ま
ず
一
般
的
な
「
契
約

社
員
就
業
規
程
」
を
ベ
ー
ス

と
し
、
そ
れ
を
各
所
で
参
照

し
な
が
ら
シ
ニ
ア
向
け
に

「
シ
ニ
ア
契
約
社
員
契
約
書
」

と
し
て
ま
と
め
る
体
裁
に
な
っ

て
い
ま
す
（
左
図
）
。

例
え
ば
シ
ニ
ア
契
約
社
員

契
約
書
の
「
第
３
条

勤
務
」

の
項
目
で
は
、
勤
務
日
、
休

日
、
所
定
時
間
外
勤
務
な
ど

は
契
約
社
員
就
業
規
程
を
適

用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。同

じ
く
「
第
５
条

給
与
」

で
は
通
勤
費
は
契
約
社
員
給

与
規
程
に
基
づ
き
支
給
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

「
賞
与
」
と
「
契
約
期
間
内

の
昇
給
」
は
そ
っ
け
な
く

「
無
」
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
（
左
図
）
。

一
方
、
契
約
社
員
給
与
規

定
で
は
給
与
調
整
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
り
ま
す
（
左
図
）
。

給
与
は
契
約
更
改
時
に
調

整
す
る
と
し
て
お
り
、
更
に

「
会
社
が
特
に
必
要
と
認
め

た
場
合
、
随
時
に
調
整
を
行

う
こ
と
が
あ
る
」
と
ま
で
書

か
れ
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
契
約
社
員
だ
け
わ

ざ
わ
ざ
「
無
」
と
す
る
の
は
、

理
由
の
な
い
差
別
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
は
、
賞
与
と
Ｇ
Ｄ

Ｐ
に
つ
い
て
は
契
約
社
員
給

与
規
定
か
ら
「
支
給
し
な
い
」

と
な
っ
て
お
り
、
一
緒
に
仕

事
を
し
て
い
る
仲
間
に
対
す

る
差
別
が
あ
ま
り
に
も
ひ
ど

い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

組
合
に
団
結
し
よ
う

契
約
社
員
お
よ
び
シ
ニ
ア

契
約
社
員
の
み
な
さ
ん
、
組

合
に
団
結
す
れ
ば
労
働
条
件

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
人
数
が
多
い
ほ
ど
力

は
強
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
加
入
を
お
待
ち
し
ま
す
。

(3)２０１８年２月１９日 か い な 第２３２０号 ２０１８年２月１９日 か い な 第２３２０号(2)

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読 できます。「かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「かいな」で検索

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
に
勤
務

時
間
の
管
理
徹
底
や
会
社
の

将
来
に
つ
い
て
多
く
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
前
号

で
紹
介
し
ま
し
た
。
特
に
若

手
社
員
か
ら
借
上
げ
社
宅
の

復
活
の
声
が
多
く
あ
っ
た
の

が
特
徴
で
し
た
。
今
号
で
は
、

各
項
目
の
集
計
結
果
を
紹
介

し
ま
す
。

女
性
か
ら
多
く
の
回
答

回
答
全
体
で
は
、
女
性
か

ら
が
３
割
を
占
め
、
特
に
20

代
で
は
半
数
を
超
え
ま
し
た
。

ま
た
、
20
・
30
歳
代
の
若

手
か
ら
の
回
答
が
年
々
増
え
、

今
年
は
３
割
を
超
え
た
の
が

特
徴
で
す
。

生
活
実
感

50
代
で
65
％
が
苦
し
い

生
活
実
感
が
「
か
な
り
苦

し
い
」
「
や
や
苦
し
い
」
と

回
答
し
た
の
は
、
年
齢
が
上

が
る
に
つ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
30

代
＝
54
％
、
40
代
＝
62
％
、

50
代
＝
65
％
と
上
昇
し
て

い
き
ま
す
。
住
宅
や
子
供
の

教
育
費
に
お
金
が
か
か
る
年

代
の
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
生
計
費

を
原
則
と
し
た
賃
上
げ
が
必

要
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
ゆ
と
り
が
あ
る
と
答

え
た
人
も
「
共
働
き
だ
か
ら

で
す
」
と
コ
メ
ン
ト
を
添
え

る
方
も
い
ま
す
。

大
幅
賃
上
げ
が
必
要

賃
上
げ
要
求
額
は
30
代
が

一
番
高
く
４
万
６
千
円
。
20

代
は
３
万
７
千
円
の
賃
上
げ

を
要
求
し
て
い
ま
す
。
全
体

平
均
で
は
３
万
５
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
、
消
費
税
の
増
税
や

社
会
保
険
料
の
負
担
が
上
が

れ
ば
さ
ら
に
苦
し
さ
が
増
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
号
で

お
知
ら
せ
し
た
、
12
年
間
で

賃
金
が
激
減
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
こ
れ
を
取
り
戻
す
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
と
生
計
費
原
則
に

基
づ
く
大
幅
賃
上
げ
が
必
要

で
す
。

職
場
の
不
安
・
不
満

職
場
の
不
安
・
不
満
に
感

じ
る
こ
と
は
何
か
の
質
問
に
、

「
雇
用
・
リ
ス
ト
ラ
」
「
企

業
の
将
来
」
「
賃
金
」
が
３

ト
ッ
プ
。
「
企
業
の
将
来
」

が
２
位
に
上
が
っ
た
こ
と
は
、

社
員
の
危
機
感
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
以

下
「
査
定
・
評
価
」
「
仕
事

内
容
」
「
過
労
・
健
康
」
と

続
き
ま
す
。
さ
ら
に
「
仕
事

内
容
」
の
不
満
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

見
過
ご
せ
な
い
の
は
、

「
過
労
・
健
康
」
20
・
７
％
、

「
労
働
時
間
」
16
・
０
％
、

「
た
だ
働
き
」
７
・
５
％
と
、

過
重
労
働
と
サ
ー
ビ
ス
残
業

が
職
場
に
蔓
延
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
重
点
要
求
と
し
て

取
り
上
げ
る
方
針
で
す
。

ま
た
、
「
パ
ワ
ハ
ラ
」

「
セ
ク
ハ
ラ
」
で
７
％
強
と

な
っ
て
お
り
、
許
し
が
た
い

状
態
で
す
。

シ
ニ
ア
契
約
社
員
の

処
遇
改
善
を

組
合
が
特
に
重
視
し
て
い

る
社
員
の
声
と
し
て
、
50
代

か
ら
「
60
歳
以
上
の
賃
金
向

上
の
見
通
し
が
不
透
明
」

「
シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
給
与

見
直
し
が
必
要
」
な
ど
、
定

年
後
再
雇
用
者
の
賃
金
改
善

が
必
要
で
す
。

２
月
21
日
春
闘
要
求
提
出

４
月
１
日
付
賃
上
げ
に
戻

す
こ
と
や
適
正
な
勤
務
・
健

康
管
理
の
徹
底
に
関
す
る
要

求
、
定
年
延
長
お
よ
び
再
雇

用
制
度
に
関
す
る
要
求
な
ど
、

２
５
０
項
目
を
春
闘
要
求
と

し
て
ま
と
め
、
2
月
21
日

に
会
社
に
提
出
し
ま
す
。

組 合 な ん で も 相 談 窓 口
事業所名 職 場 名 氏名 電話番号

本 社 ＴＳＤＬ．ＩＳＥＬ・Ｓｙｓｔｅｍ技術 大岡 義久 1712-5175

本 社 ＧＴＳ．ビジネスオペレーションズ 杉野 憲作 205-6550

本 社 価格計画．Ｓ＆Ｄ価格計画 石原 隆行 205-6483

幕 張 ＧＴＳ．請求・売掛＃１ 柿本 正親 205-3174

名古屋 ＧＴＳ．中部第二ＳＯＬサービス 板倉 浩 205-2205

大 阪 ＧＦＳ．西日本グリーンファシリティＳＶＣ 山本 茂秋 505-5420

大 阪 西日本地区技術・技術推進 河本 公彦 205-5204

組合事務所

連絡先

03-3583-9037(月-金 13-16時) FAX 03-5562-0853

メール kumiai@jmitu-ibm.org http://www.jmitu-ibm.org/

注）上記窓口は、事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

法律相談 労働問題以外の民事一般についても相談受け付けます（電話予約をお願いします）

東京

法律事務所

弁護士 水口洋介、今泉義竜、本田伊孝 http://tokyolaw.gr.jp/

東京都新宿区四谷1-4 四谷駅前ビル TEL 03-3355-0611(代)

旬報

法律事務所

弁護士 大熊政一、山内一浩、並木陽介、細永貴子 http://junpo.org/

東京都千代田区有楽町1-6-8松井ビル 受付7F TEL 03-3380-5311(代)

岡田尚

法律事務所

弁護士 岡田 尚

神奈川県横浜市中区太田町1-10 NGS太田町ビル5階 TEL 045-222-7577

ほづみ

法律事務所

弁護士 穂積匡史 http://hozumi-shinyuri.jp/ TEL 044-959-3550

神奈川県川崎市麻生区上麻生1-6-1 かわしん新百合ヶ丘ビル305号

こ
こ
が
お
か
し
い

シ
ニ
ア
契
約
社
員
契
約
書

生活苦で大幅賃上げ要求
不安のトップ３に変化

春闘アンケート詳報アンケート回答者の属性（％）

生活実感について（％）

平均賃上げ要求額（円）

職場の不安・不満（３件選択）

全体 20代 30代 40代 50代

男性 69.0 9.4 7.0 18.8 30.5

女性 31.0 10.8 4.2 8.5 7.5

全体 20代 30代 40代 50代

かなり苦しい 10.8 4.7 12.5 6.9 13.6

やや苦しい 45.5 20.9 41.7 55.2 51.9

(苦しい・計) 56.3 25.6 54.2 62.1 65.5

ややゆとり 35.2 60.5 41.7 31.0 25.9

かなりゆとり 4.7 11.6 4.2 1.7 3.7

全体 20代 30代 40代 50代

35,000 37,353 46,471 32,439 30,857

2018年 ％ 2017年 ％

雇用・リストラ 39.9 雇用・リストラ 40.1

企業の将来 33.8 賃金 31.9

賃金 27.7 企業の将来 28.0

査定・評価 24.9 査定・評価 26.6

仕事の内容 24.4 パワハラ 20.3

過労・健康 20.7 労働時間 19.8

労働時間 16.0 仕事の内容 18.8

ただ働き 7.5 過労・健康 15.5

パワハラ 6.6 ただ働き 9.7

賃金・処遇差別 5.6 賃金・処遇差別 8.2

職場の安全 1.4 職場の安全 2.4

正社員として
働きたい

1.4
正社員として
働きたい

1.9

セクハラ 0.9 セクハラ 0.5

社会保険 0.0 社会保険 0.5

シニア契約社員契約書

契約社員給与規定

契約社員就業規程


